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牧
場
に
着
い
た
の
は
夕
方
の
五

時
頃
で
あ
っ
た
。
別
名
麻
生
釣

牧
場
と
も
云
う
、
高
橋
場
長
に

搾
乳
時
の
貴
重
な
時
間
に
も
か

～
わ
ら
ず
気
持
良
く
説
明
し
て

戴
い
た
事
に
深
く
感
謝
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
総
設
備
費
二
千
八
百
万
円
が

投
ぜ
ら
れ
七
十
五
町
歩
中
六
十

町
に
タ
ン
カ
ル
を
耕
起
前
二
〇

〇
K
、
耕
起
後
二
五
〇
K
が
散

布
さ
れ
草
地
化
成
肥
料
と
共
に

四
〇
侃
深
さ
に
天
地
返
し
が
な

さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
。
既
に

四
年
目
の
事
で
あ
る
。
追
肥
は

二
月
、
四
月
、
九
月
、
十
一
月

の
四
回
に
反
当
二
〇
K
が
施
さ

れ
気
温
平
均
十
二
度
の
好
条
件

の
為
か
、
草
の
成
育
も
上
々
の

　
　
0

出
来
で
あ
る
。
こ
れ
に
禾
本

科
、
豆
科
の
九
種
湿
半
で
あ
る

が
毎
年
一
、
五
K
の
荒
野
が
な

さ
れ
て
い
る
が
＝
誉
嗜
好
性
の

草
は
H
ワ
ン
と
の
事
で
あ
っ
た

春
の
早
取
り
は
オ
ー
チ
ャ
：

ド
が
良
く
こ
れ
に
一
〇
九
頭
の

ジ
ャ
ー
ジ
種
が
放
牧
さ
れ
、
内

曇
〇
頭
が
搾
乳
牛
で
る
。
別
に

ア
ン
ガ
ス
種
（
米
国
産
）
十
二

頭
こ
れ
は
牧
場
の
掃
除
用
で
専

ら
繁
殖
用
に
さ
れ
て
お
り
、
見

廻
り
用
と
し
て
馬
二
頭
こ
れ
が

牧
場
の
総
勢
で
あ
る
。

　
猶
冬
期
用
と
し
て
三
〇
〇
立

方
米
と
一
〇
〇
立
方
米
、
自
由

給
与
サ
イ
ロ
と
そ
れ
に
八
、
○

○
O
K
の
乾
草
も
確
保
さ
れ
て

い
た
。
　
　
　
（
以
下
次
号
）

「
国
民
年
金
だ
よ
り
』

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
毎

月
納
め
て
い
き
、
途
中
で
事
故

に
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
年
老

い
た
り
し
た
と
き
に
、
生
活
の

安
定
を
国
と
被
保
険
者
が
共
同

で
守
ろ
う
、
と
い
う
趣
旨
の
制

度
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
周

知
の
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
仕

組
み
を
社
会
保
険
と
よ
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
の
仕
組
み
で

一
番
大
切
な
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
事
故
が
あ
っ
た
と
き

に
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、
保
険
料
を

か
け
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
保
険
料

を
か
け
て
い
な
く
て
は
、
年
金

を
受
け
取
る
資
格
は
生
ま
れ
な

　
一
玄

い
こ
と
を
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ

う
。
保
険
料
を
か
け
て
い
な
く

て
も
、
現
在
、
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
国
民
年
金
が
動
き
出

す
た
め
の
、
経
過
的
な
も
の
で

あ
っ
て
、
国
罠
年
金
の
本
来
の

姿
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
保
険
で
あ
る
国
民
年
金

は
、
所
得
が
な
く
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々

を
除
い
て
、
月
々
の
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
納
め
て
い
な
か
っ

た
ば
か
り
に
、
ご
主
人
が
亡
く

な
っ
た
が
母
子
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い

う
悲
し
い
事
例
が
す
で
に
本
村

で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
事
例
は
、
保
険
料
と
年
金
の

関
係
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
生
じ
た
の
だ
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
と
う
ら
は
ら

に
、
保
険
料
は
、
必
ら
ず
見
返

り
の
あ
る
長
期
の
貯
蓄
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

あ
な
た
が
納
め
る
保
険
料
に
た

い
し
て
、
国
が
半
分
の
負
担
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が

え
る
で
し
ょ
う
。
保
険
料
は
こ

の
よ
う
に
も
大
事
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
も
有
利

な
長
期
貯
蓄
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
国
民
年
金
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
役
場
福
祉
係
に
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
結
構

で
す
。
」

村
税
完
納
運
動
の

　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　
村
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

各
納
税
組
合
の
活
澄
な
運
営
に

よ
り
納
期
内
完
納
が
全
体
の
九

〇
％
以
上
に
達
し
、
一
〇
〇
％

ま
で
後
ひ
と
押
し
に
迫
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
村
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
納
税
の
義
務
を
意
識

さ
れ
、

㎜
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
滞

一
納
を
い
か
に
し
て
整
理
す
る
か
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
い
う
こ
と
が
、
当
面
し
て
い

3
納
税
座
談
会
の
開
催

各
区
毎
に
座
談
会
を
開
催

　
し
、
運
動
の
趣
旨
徹
底
を

　
図
る
。

4
広
報
車
の
巡
回

　
月
間
中
は
週
一
回
広
報
車

　
の
村
内
巡
回
を
行
な
い
、

　
運
動
の
浸
透
と
効
果
を
高

　
め
る
。

5
滞
納
処
分
の
実
施

十
二
月
中
旬
に
動
産
を
主

　
体
に
第
三
次
差
押
を
実
施

　
す
る
。

6
差
押
物
件
の
公
売

　
十
二
月
申
旬
に
未
処
分
の

　
不
動
産
の
再
公
売
と
動
産

　
の
公
売
を
実
施
す
る
。

7
全
職
員
に
よ
る
論
語
徴
収

　
の
実
施

　
滞
納
引
掃
を
目
標
に
全
職

　
員
の
支
援
に
よ
る
臨
戸
徴

収
を
実
施
し
て
完
全
徴
収

　
を
行
な
う
と
同
時
に
、
滞

　
忍
者
の
実
態
を
調
査
把
握

　
す
る
。

閣
　
　
十
二
月
二
十
三
日
～

　
　
　
　
　
　
二
十
五
日

8
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

　
募
集
し
た
小
中
学
生
の
ポ

　
ス
タ
ー
を
効
果
的
な
場
所

　
に
掲
示
す
る
。

9
立
看
板
、
懸
垂
幕
の
設
置

　
役
場
庁
舎
並
び
に
役
場
入

　
口
に
そ
れ
ぞ
れ
胃
散
す
る
一

一
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
究

そ
こ
で
本
村
は
年
度
頭
初
に
策

【定
し
た
、
新
滞
納
整
理
五
ケ
年

計
画
を
も
と
に
、
目
下
強
力
な

滞
納
整
理
を
す
す
め
、
現
在
迄

に
約
一
六
〇
万
円
（
附
帯
金
を

含
む
）
の
徴
収
実
績
を
あ
げ
ま

し
た
が
、
更
に
今
年
は
大
し
た

　
　
　
積
極
的
に
納
税
さ
れ
る
一
一

よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
り
ま
「
強
調
月
間
と
し
て
区
長
さ
ん
、

鮮
綾
謄
勧
魅
納
税
組
、
。
長
、
ん
を
中
心
帳

村
に
は
現
在
な
お
三
・
二
四
九
ど
に
全
村
的
な
運
動
を
展
開
し

千
円
（
現
年
度
分
九
三
四
千
円

過
年
度
分
二
、
三
一
五
千
円
）

の
滞
納
が
あ
り
、
こ
れ
が
た
め

種
子
の
更
新
及
び

　
　
　
品
種
の
統
一
に
つ

目
、
本
村
に
於
け
る
稲
作
現
状

　
本
村
の
稲
作
は
最
近
非
常
に

複
雑
に
な
り
、
特
に
早
期
水
稲

が
昭
和
二
十
六
年
導
入
さ
れ
て

｛
災
害
も
な
く
、
近
年
に
な
い
豊
一
以
来
早
期
、
申
期
、
普
通
栽
培

曝
講
籔
槻
糠
穂
曜
謙
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
種
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
作
期
の
複
雑
化
品
種
の

各
種
機
関
団
体
長
の
協
力
の
も
増
加
は
、
稲
栽
培
に
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ

一
滞
納
の
一
層
目
図
る
こ
と
に
な
の
た
め
収
量
も
年
々
底
下
し
て

［
り
ま
し
た
の
で
、
趣
旨
を
理
解
い
る
。
特
に
発
生
量
、
被
害
量

…
頂
き
、
本
運
動
の
成
果
が
あ
が
と
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
又

村
の
行
財
政
の
面
に
ブ
・
ー
キ
下
村
政
の
発
展
が
期
せ
ら
れ
墨

と
な
り
、
色
々
支
障
を
き
た
し
一
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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鶴野内保育園の運動会

撫

蜘

，轄爵緯こ

軍
螺
、撫撫細

動
一
難
欝
肋
激
野

町
村
に
く
ら
べ
て
大
変
多
額
に
［

一

週

騨

黙
鹸

　
　
　
　
　
記

　
村
税
完
納
運
動
実
施
要
領

一
、
目
的

　
納
税
思
想
の
高
揚
と
自
主
納

税
の
義
務
を
徹
底
さ
せ
る
と
共

に
、
納
税
組
合
運
営
の
健
全
化

を
促
進
し
て
、
村
税
の
完
納
を

期
す
る
。

二
、
運
動
の
方
法

　
1
村
税
完
納
強
調
月
間
の
設

　
　
定

　
　
1
2
月
1
日
～
1
2
月
2
8
日

　
2
区
長
を
中
心
に
組
合
長
、

　
　
納
税
組
合
長
、
公
民
館
長

　
　
婦
弓
長
、
青
協
長
、
小
中

　
　
学
校
長
等
各
種
機
関
団
体

　
　
長
の
協
力
の
も
と
に
、
全

（東郷農協）

村
的
な
運
動
を
展
開
す
る

も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
｛

イ
、
チ
ラ
シ
の
配
付
（
各
戸
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
一
枚
）

ロ
、
ポ
ス
タ
…
の
募
集
（
小

　
学
五
、
六
年
、
中
学
）

ハ
、
納
税
体
験
文
の
募
集

’
こ
二
丁
）
ゼ
・

　
　
、

昭和59年産米政府売渡品種別等級明細2，

い
て

本
村
稲
病
害
虫
被
害
は
、
メ
イ

虫
イ
モ
チ
病
よ
り
ウ
イ
ル
ス
病

（
黄
萎
病
縞
棄
柚
病
）
の
被
害

が
増
加
し
つ
つ
あ
る
事
も
こ
れ

ら
が
主
原
因
で
あ
る
。
品
質
の

面
に
於
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
も

の
が
農
協
に
売
渡
さ
れ
て
い
る

た
め
消
費
者
に
批
判
さ
れ
て
い

る
が
、
特
に
軟
質
米
に
問
題
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
又
栽
培
品
種
の
内
、
県
奨
励

品
種
及
び
認
定
品
種
等
の
栽
培

ば
か
り
で
な
く
、

品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　
種
子
更
新
計
画

（
、
基
本
方
針

　
本
村
稲
作
の
現
状
は
郵
貯
の

複
雑
化
に
伴
い
、
栽
培
品
種
の

増
加
に
よ
り
、
こ
れ
ら
が
病
害

虫
発
生
の
誘
因
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
稲
作
管
理
の
複
雑
に

よ
る
労
力
不
足
等
が
原
因
し
て

収
量
は
年
々
低
下
し
つ
つ
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
整
理

統
叫
す
る
た
め
、
種
子
更
新
計

画
を
樹
立
し
て
積
極
的
に
推
進

す
る
。

二
、
事
業
計
画

ω
品
種
比
較
試
験
圃
場
の
設
置

　
本
村
の
稲
品
種
を
十
種
内
外

に
整
理
す
る
た
め
優
良
品
種
の

［
試
験
圃
を
設
置
し
、
適
応
調
査

・
外
す
べ
て
の
事
を
調
査
す
る
。

　
㈲
モ
テ
ル
区
の
設
置

　
こ
の
計
画
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
モ
デ
ル
区
を
年
次
別
に

設
置
し
、
重
点
的
に
種
子
更
新

を
推
進
す
る
。

の
座
談
会
の
開
催

　
種
子
更
新
協
議
会
の
再
編
成

を
な
し
、
各
部
遠
別
（
モ
デ
ル

区
）
。
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
座
談

会
を
開
催
し
て
、
特
に
県
奨
励

品
種
以
外
の
栽
培
晶
種
の
抑
制

に
つ
と
め
る
外
、
種
子
更
新
の

必
要
性
を
生
産
者
に
認
識
さ
せ

る
。⇔

各
種
資
料
の
配
布

　
県
奨
励
品
種
の
特
性
表
を
配

布
す
る
外
、
優
良
事
例
に
つ
い

て
も
極
力
配
布
す
る
。

参
考
　
　
　
．

　
昭
和
四
十
年
モ
デ
ル
区

　
　
羽
坂
迫
之
内
　
田
野

東
南
ア
ジ
ア
紀
行
e

県
外
の
栽
培
［
ケ
月
の
期
間
で
印
度
、

　
　
1
空
の
放
一

　
三
月
二
十
一
日
午
後
二
時
二

十
分
、
冬
の
下
着
に
合
服
レ
イ

ン
コ
ー
ト
、
そ
れ
で
も
未
だ
朋

寒
さ
を
感
ず
る
曇
り
空
の
羽
田

空
港
か
ら
、
日
航
の
ジ
エ
ノ
ト

一
機
で
私
は
飛
び
発
ち
ま
し
た
。

行
く
先
は
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ノ

タ
で
す
が
、
今
度
の
旅
行
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
パ
ー

ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
三
ケ
国
を

一
視
察
、
最
近
俄
か
に
問
題
に
な
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杉
　
　
田
　
　
三
　
郎

っ
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国

に
日
本
の
青
年
を
技
術
協
力
隊

と
し
て
派
遣
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
現
地
の
実
状
と
受
入
条
件

を
調
査
せ
よ
と
い
う
む
つ
か
し

い
注
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
私
と
一
緒
に
行
く
予
定
だ

っ
た
日
本
大
学
の
久
木
田
教
授

は
都
合
で
一
足
先
に
発
た
れ
ま

し
た
の
で
、
カ
ル
カ
ノ
タ
迄
は

独
り
旅
で
す
。
東
京
で
の
調
査

計
画
打
合
わ
せ
や
旅
券
手
続
き

匝　　　ノ■黄　　金
61

［　5
21 35

錦 15 5 2
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（寺迫農協）

　
　
住
民
課
だ
よ
り

　
坪
谷
の
伊
勢
田
進
斗
掻
夫
人
の
御
逝
去

に
際
し
香
取
が
え
し
と
し
て
金
三
千
円
を

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
寄
附
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
た
く
い
た
だ
き
故
人
の
御

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

な
ど
出
発
問
題
迄
多
忙
を
極
め

た
緊
張
の
連
続
で
頭
の
中
が
コ

チ
コ
チ
に
な
っ
て
い
た
私
も
、

愈
々
機
上
の
人
と
な
っ
て
み
る

と
腹
も
決
ま
り
気
持
も
落
着
い

て
結
構
空
の
旅
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
♂
ノ
パ
に
通
ず
る
こ
の

国
際
空
路
に
は
世
界
各
国
の
航

空
機
が
就
航
し
て
い
ま
す
が
、

私
の
乗
っ
た
日
航
機
も
ロ
ン
ド

ン
行
き
の
コ
ン
ベ
ア
八
八
O
M

型
九
十
人
乗
り
の
大
型
ジ
エ
ソ

ト
機
で
、
一
万
米
の
高
度
を
時

速
一
千
K
近
い
速
さ
で
飛
行
し

ま
す
。
従
っ
て
途
申
香
港
と
バ

ン
コ
ノ
ク
の
ニ
ケ
所
に
寄
港
し

て
も
印
度
の
カ
ル
カ
ノ
タ
に
は

午
後
九
時
四
十
分
に
着
く
の
で

途
中
で
の
時
差
修
正
三
時
間
を

加
え
て
も
十
時
間
そ
こ
そ
こ
、

全
く
目
覚
し
い
ス
ピ
ー
ド
の
世

の
中
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
乗
務
員
は
操
縦
士
を
始
め
事

務
長
、
ス
チ
ュ
ワ
：
デ
ス
、
皆

日
本
人
で
す
が
外
人
乗
客
が
多

い
の
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
総
て
日

英
両
国
語
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

又
、
運
賃
が
食
事
付
き
で
あ
る
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こ
と
も
汽
車
と
違
う
点
で
、
カ

ル
カ
ノ
タ
に
着
く
迄
に
昼
食
、

間
食
、
夕
食
と
三
度
、
一
流
レ

ス
ト
ラ
ン
並
み
の
御
馳
走
が
出

る
こ
と
も
私
の
よ
う
な
食
い
助

に
は
大
き
な
魅
力
で
し
た
。
特

に
機
内
で
食
前
に
販
売
さ
れ
る

酒
、
タ
バ
コ
の
類
は
税
抜
き
の

為
非
常
に
安
く
、
例
え
ば
一
級

酒
二
コ
入
一
本
百
八
十
円
、
ピ

ー
ス
一
個
二
十
円
な
ど
で
す
。

　
高
空
を
飛
ぶ
為
機
内
は
外
気

と
完
全
に
遮
断
さ
れ
た
気
密
室

に
な
っ
て
お
り
、
通
気
と
温
度

は
座
席
の
上
部
に
あ
る
冷
暖
房

の
ス
イ
ソ
チ
を
ヒ
ネ
ソ
て
各
自

で
自
由
に
調
節
が
出
来
ま
す
。

飛
行
機
が
日
本
本
土
を
離
れ
東

支
那
海
の
洋
上
に
さ
し
か
～
る

と
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
嬢
が
機
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
合
わ
せ
て
救
命

具
の
着
け
方
を
実
演
し
て
見
せ

ま
す
。
万
一
の
場
合
と
は
い
え

　
一
寸
緊
張
し
た
ム
ー
ド
が
た
だ

よ
い
ま
す
。
白
雲
の
は
る
か
下

方
、
夕
日
に
赤
く
染
つ
た
東
支

那
海
の
さ
ダ
波
が
美
し
い
縞
模

様
を
描
き
、
西
に
没
す
る
太
陽

を
追
う
よ
う
に
飛
行
機
は
と
び

続
け
ま
す
。
　
　
　
．

　
午
後
五
時
過
ぎ
に
は
第
咽
の

着
陸
地
点
香
港
に
、
そ
し
て
七

時
に
は
タ
イ
の
主
都
バ
ン
コ
ッ

ク
に
着
陸
、
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間

休
憩
し
ま
す
。
始
め
て
見
る
ア

ジ
ア
の
国
の
風
物
や
民
情
に
心

を
ひ
か
れ
ま
す
が
、
こ
～
で
下

り
る
人
以
外
は
空
港
の
外
に
出

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
気

温
は
ぐ
っ
と
上
が
っ
て
も
う
冬

の
下
着
を
着
て
い
る
こ
と
が
出

来
ず
、
夏
姿
に
衣
替
え
し
ま
し

た
。
気
が
つ
く
と
乗
務
員
も
皆

夏
服
に
着
替
え
て
い
ま
す
。
日

本
は
漸
や
く
春
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
の
に
、
私
の
行
く
印
度

は
今
ま
さ
に
盛
夏
の
暑
さ
に
向

か
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

再
び
夜
の
大
空
に
舞
い
上
が
っ

た
飛
行
機
は
戦
乱
の
渦
ま
く
印

度
支
那
半
島
を
あ
と
に
ビ
ル
マ

を
よ
こ
ぎ
り
、
黒
々
と
静
ま
り

か
え
る
ベ
ン
ガ
ル
湾
を
飛
び
越

え
、
ネ
オ
ン
の
火
が
夜
空
を
焦

が
す
カ
ル
カ
ソ
タ
の
ダ
ム
ダ
ム

空
港
に
午
後
九
時
四
十
分
到
着

し
ま
し
た
。
空
港
に
は
先
発
の

久
木
田
教
授
と
カ
ル
カ
ソ
タ
大

学
の
農
学
部
長
P
K
セ
ン
教
授

が
私
の
到
着
を
待
受
け
て
お
ら

一
れ
ま
し
た
。

　
　
　
’
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）
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